
国

定

公

園

「
大

沼

」
に

つ

い

て

一
、

湖

沼

群

の

成

因

宗

わ
が
国

の
優
れ
た
景
勝
の
地

の
多
く

は
火
山
活
動

の
産
物

で

あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
例

に
も
れ
ず

大
沼
も
男
性
的

な
駒
が
岳

火
山
と
、
そ

の
姿
を
映
す
湖
水

の
女
性
的
な
静
け
さ

と
が
織
り
な
す
景
観
が
・王
要
な
要
素

と
な

っ
て

い
る
。

駒
が
岳

(
一
一
四
〇

m
)
は
、
現
在

の
国
鉄
函
館
本
線
附
近

ま
で
東

か
ら
湾
入
し
て

い
た
浅

い
海
底
に
噴
出
し
た
富
士
型

の

成
層

火
山
で
、
破

壊
期

に
は

い
っ
て
か
ら
の
度
重
な
る
大
爆
発

の
連
続

に
よ
り
頂
部

が
吹
き
飛

ん
で
今

の
山
容

に
な

っ
た
、
と

考
え
ら
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
有
史
以
前

の
激
し

い
爆
発
に
よ

っ

て
南
麓

に
流
下
し
た
泥
流
塊
は
山
麓

の
谷
を
埋
め
て
大
沼
南
岸

の
軍
川
平
地
に
ま
で
押
し
寄
せ
、
横
津
岳

と
の
問

の
沈
降
部
を

流
れ
て
い
た
折
戸
川
を

せ
き
止

め
た
。

そ
の
沈
降
部
に
湛
水
し

て
、
北
東
か
ら
南

西

へ
走
る
細
長

い
湖
が
で
き
た
。

こ
れ
が
大

沼
と
小
沼

で
あ
る
。
最
大
深
度

は

一
三

・
六

m
に
す
ぎ
な
い
が
、

そ
の
最
深
部
は
山
麓

に
近

い
北
湖
岸
を
帯
状

に
走
り
、
そ

の
線

像

英

雄

ジ
ュ
ン
サ
イ

上
に
「
留

の
湯
」
、
「
山
水
」
な
ど
の
温
泉
が
あ
る
。
小
沼
と
尊
菜

沼
も
第

三
紀

の
古

い
安
山
岩
に
刻
ま
れ
た
谷
が
流
れ

こ
ん
だ
泥

流
塊
に
せ
き
止
め
ら
れ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
湖
底

に
沈
木

の
多

い
こ
と
か
ら
地
盤

の
沈
降
も
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ

て

い
る
。

大
沼
の
南
岸
や
小
沼
の
北
岸

に
散
在
す
る
高
さ

一
〇

m
前
後

の
小
丘
群

は
泥
流
先
端

の
岩
塊

が
堆
積
し
た
も

の
で
「
流
れ
山
」

と
称
し

て
い
る
。
湖

に
浮
か
ぶ
沢
山

の
島

々
も
同
様
の
成
因
と

い
わ
れ
て
い
る
。

二
、

公

園

の

沿

革

こ
の
景
勝
の
地
は
、

一
八
六

一

(
文
久

一
)
年
、
ブ

ラ
キ

ス

ト

ン
や

マ
ク
シ
ー
モ
ウ
イ

ッ
チ
も
探
訪
し
て
お
り
、
早
く
か
ら

人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
た
が
、
広
く
世
間
に
喧
伝
さ
れ
は
じ
め

た
の
は
、
明
治
三
十
六
年
、
函
館
本
線
が
開
通
し
、
大
沼
小
沼

の
間
を
通
過
す

る
車
窓
か
ら
そ

の
優
雅
な
景
観
が
望
ま
れ
る
よ

う

に
な

っ
て
か
ら

で
あ
る
。

当
時

の
北
海
道
議
会

は
こ
の
地
を
道
立
公
園
と
し
て
経
営
す

べ
き

で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
旨
を
道
長
官
に
建
議
し
、
翌
三
十

七
年
、
道
議
会

の
決
議
を
経

て
道
立
公
園
と
な
り
、
翌
三
十
八

年
か
ら
、
堤
防
敷
地
と
こ
れ
に
接
す
る
未
開
地
、
島

々
な
ど
約

一
六

㎞
を
公
園
予
定
地

と
し

て
施
設
を
開
始
し
た
。
そ

の
後

、

観
光
者

の
増
加
す

る
に
つ
れ
て
施
設

の
拡
充
が
要
望
さ
れ
、
大

正
三
年
、
東
大
教
授
林
学
博
士
本
多
静
六
氏
に
公
園
設
計
を
委

嘱
し
、
実
地
調
査

の
上
提
出
さ
れ
た

「大
沼
公
園
改
良
策
」

に

基
づ

い
て
、
諸
般

の
施
設
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

つ
い
で
大
正

十
年
、
大
沼
、
小
沼
、
尊
菜
沼
の
三
湖
水
面
と
そ
の
周
辺
を
国

か
ら
公
園
目
的
の
た
め

の
使
用
許
可
を
え

て
、
同
十

一
年
、
「
管

理
及
び
取
締
規
則
」
を
制
定
し
、
名
実
と
も
に
道
立
公
園
と
し

て
経
営
さ
れ
て
き
た
。

戦
後

の
昭
和
二
十
四
年
、
内
閣

の
観
光
審
議
会
は

こ
の
公
園

を
国
際
観
光
地
に
指
定
し
た
。
「自
然
公
園
法
」
に
よ
る
国
定
公

園

の
指
定
は
昭
和
三
十
三
年
七
月

一
日
付

で
あ
り
、
三
湖
水

に

駒
が
岳
と
そ
の
周
辺
を
含
め
た
九
、
四
六
九
㎞

の
地
域
で
あ
る
。

そ
の
九
五

二
二
%
が
特
別
地
域
で
、
特
別
保
護
地
区

(
駒
が
岳

の
火

口
原
と
外
輪
山
)
が
三

・
九
%
、
普
通
地
域
は
○

・
八
%

で
あ
る
。
ま
た
、
土
地
所
有
別
で
は
国
公
有
地
が
七
三

・
四
%
、

私
有

地
は
二
六

・
六
%
と
な

っ
て

い
る
。

三
、
湖
水
汚
染
問
題
の
台
頭
と
現
状

大
沼

の
水
質
汚
染
が
指
摘
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
昭
和
三
十
年

代

の
後
半
か
ら

で
あ
る
。
最
初
に
問
題
化
し
た
皮
な
め
し
工
場

か
ら

の
ク

ロ
ー

ム
を
含

ん
だ
排
水
流
入
事
件
は
、
間
も
な
く
工

場

の
廃
業
、
泥

の
凌

泄
で

一
応
の
解
決
を
み
た
も
の
の
、
観
光

ブ
ー

ム
の
高
潮
に
伴

い
、
湖
畔
に
は
宿
泊
施
設
、
売
店
、

レ
ジ
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ヤ
ー
施
設
な
ど
が
急
激
に
増
加
し
、
居
住
者

も
千
世
帯
余
に
達

し

て
、
そ

の
生
活
雑
排
水

の
流
入
が
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。

こ

れ
ら

の
生
活
雑
排
水
は
大
半
が
ス
ト

レ
ー
ト
で
放
流
さ
れ
、
狭

い
入
江

の
多

い
大
沼
南
岸
は
、
た
だ

で
さ
え
水

の
交
換
が
悪

い

上

に
汚
濁
水

の
流
入
に
よ

っ
て
ド
ブ
溜
の
様
相
を
呈
し
、
ひ
ど

い
悪
臭
が
漂
う

よ
う

に
な

っ
て
き
た
。

こ
の
汚
濁
水
が
湖
水

の

全
域
に
拡
散

し
て

い
っ
た
ら
、
浅
く
閉
鎖
的
な
湖
は

一
夜
に
し

て
死

の
湖
に
な
る
の
で
は
な

い
か
、
と
関
係
者
は
心
配
し
は
じ

め
た
。

こ
れ
に
対
し
、
昭
和

四
十
七
年
、
道
は
放
流
口
の

一
つ

に
丸
太
棚

の
間
に
石
を
詰
め
た
簡
易
ろ
過
装
置
を
設
け
た
だ
け

で
、

こ
の
装
置
も
間
も
な
く
泥
が
つ
ま

っ
て
機
能
を
失

い
、
汚

泥
は
丸
太
棚
を
越
え
て
流
れ
出
す
状
態
に
な

っ
た
。
南
北
海
道

自
然
保
護
協
会

と
ヒ
飯
自
然
を
守
る
会

は
、
ろ
過
装
置
の
抜
本

的
改
善
と
酸
素

の
注
入
な
ど
に
よ
る
浄
化
を
道
と
町
に
し
ば
し

ば
要
請
し
た
が
、
道

と
町
は
、
昭
和
四
十
九
年
着
工
予
定

の
第

四
次
公
共
下
水
道
整
備
五
か
年
計
画
に
付
帯
さ
れ
た
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
整
備
事
業

(
大
沼
地
区
も
該
当
)
の
着
工
を

ひ
た
す

ら
待

つ
、
と
い
う
姿
勢

で
あ

っ
た
。

そ
の
頃

か
ら
、
大
沼
に
漁
業
権
を
持

つ
漁
協

組
合
貝

の
間
か

ら
、
ワ
カ
サ
ギ

の
魚
体
の
矯
小
化
と
収
穫
量
激
減
の
声
が
あ
が

り
、
汚
染

と
の
関
係
が
論
議
さ
れ
は
じ
め
た
。

つ
い
で
昭
和
五

十
年

の
五
月
頃

か
ら
フ
ナ
の
死
体
の
浮
上
漂
着

が
目
立
ち
は
じ

め
、
夏

に
は
六
モ
匹
、
約
四
ト

ン
の
死
魚

の
清
掃

が
行
わ
れ
た
。

七
月

の
渡
島
支
庁
と
渡
島
保
健
所

の
湖
面

一
一
カ
所

の
調
査

で

は
生
活
雑
排
水

の
流
入
が
大
き
な
原
因
で
は
な

い
か
、
と
報
道

さ
れ
た
。
死
魚

は
イ
カ
リ
虫

の
寄
生

に
よ
り
ウ

ロ
コ
が
剥
が
れ

て
充

血
し

た
と

こ
ろ
に
ば
い
菌
が

つ
い
て
穴
が
あ

い
た
、

い
わ

ゆ
る

「穴
あ
き
病
」
を
持

つ
も
の
ば
か
り
と
の
こ
と

で
あ

っ
た
。

八
月
に
は
北
大
と
道
立
水
産
ふ
化
場
合
同
の
調
査

が
あ
り
、
水

質

の
外
に
底
質
、
底
生
生
物
、
魚
体

の
血
清

蛋
白
な
ど
を
調
査

し
な
け
れ
ば
原
因
は
に
わ
か
に
断
定
し
が
た
い
と
報
道
さ
れ
て

い
た
。

そ
の
後

の
水
質
調
査
で
は
、
市
街
地
周
辺
、

ホ
テ

ル
等

の
施

設
の
排
水

口
附
近
、
軍
川
、
宿
野
辺
川
な

ど
の
河

口
附
近

で
は

依
然

と
し

て
昭
和
四
十
七
年
四
月
制
定

の
道

の
水
質
基
準
を
遙

か
に
オ
ー

バ
ー
し

て
い
る
が
大
沼
小
沼
を
通
じ

て
全
体
と
し
て

は
基
準
以
下

の
状
態
が
続

い
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か

し
、
今
後
、

こ
の
ま
ま

の
状
態

で
観
光
開
発
や
分
譲
地
造
成
な

ど
が
行

わ
れ
、
多
く

の
人
が
入
り

こ
む
よ
う
に
な
れ
ば
、
浅

い

湖
で
あ

る
だ
け
に
生
態
系
を
乱
す
富
栄
養
化

の
恐
れ
が
あ
り
、

ま
た
、
汚
染
が
ひ
ろ
が
っ
て
か
ら

で
は
復
元
が
困
難
に
な
る

の

で
、
今

の
段
階
で
抑
え

こ
む
手
だ
て
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

因
み
に
、
前
記

の
特
定

環
境
保
全
公
共
下
水
道
整
備
事
業

の

進
捗
は
数
年
の
お
く
れ
を
来

た
し
て

い
る
が
、
現
在

一
部
が
稼

動
を

は
じ
め
、
軍
川
地
区

の
処
理
場
か
ら
処
理
水
が
小
沼
に
放

流
さ
れ

て
い
る
。

(南
北
海
道
自
然
保
護
協
会
長
)
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